
世界史B近現代  25東アジアの分割と革命(1)
1,日清戦争と朝鮮
朝鮮19世紀後半
　(　　　　　　)1❖a---崔済愚(1824～64)による。列強の侵略に抵抗し社会改革を求める思想

❖a---民間信仰をもとに儒教・仏教・道教を融合→キリスト教(西学)に対して東学。

　日清両国の経済的進出→家内手工業は衰退　深刻な食料不足(米・大豆価格の高騰など)

1894年　(　　　　　　)2農民戦争=東学党の乱 =韓国における「近代民衆運動の出発点」とされる

　　　過重な徴税をきっかけに全琫準(1854～95)❖bを指導者とする農民蜂起→各地に拡大
⇒『輔国安民』「遂滅洋( 　　      )3」「滅尽権貴」などを掲げる

　　　朝鮮最大の穀倉地帯であった全羅道古阜郡⇨5月31日全羅道首都(　　　　　　)4を占領
 　　❖b---全羅北道の人。両班に属さない知識人。東学地方幹部として賄賂と不正が横行する役人への憤りから農民を率いて郡

　　　　庁襲撃にいたる。再蜂起後日本軍に捕らえられ、漢城で処刑された。『緑豆=もやしの種=将軍』のあだ名。

　　　→6月1日朝鮮政府は(　　　　　　)5に派兵要請
　　　農民軍は政府と和議をむすんで撤退→介入の口実を失わせる→6月11日全州(　　　　　)6

　日本→6月2日公使館、居留民保護の名目で朝鮮への混成一個旅団8000名の派兵を決定❖c。
　　　        5日史上初の(　　　　　　 )7を広島に設置
　清　→6月7日日本に派兵を通告し12日に2400名の軍隊が朝鮮に上陸。
　　❖c---5月30日衆議院で第二次伊藤内閣(       　　　　  )8上奏案可決。軍事力による強硬外交を主張する「硬六派」による。派
　　　　兵決定は国内の不満を国外に逸らせる意図もあった。
　 7月23日未明に日本軍二個大隊が漢城の電信線を切断して朝鮮(　　　　　)9を攻撃・占領　　
　→8月1日宣戦布告⇒日清戦争(1894～95)

　　　┏陸上---朝鮮国内→中国領内へ。(    　　　　    )10の戦い(9月)、旅順攻略(11月)、山東作戦(95年)

　　　┗海上---黄海海戦(9月17日)。清の北洋艦隊は大きな損害。制海権を失う。
　日本軍の王宮占領後→朝鮮民衆の「(　　　　　)11反日抵抗」(電信線の切断など)

    →10月  9日 東学農民軍が日本軍に対し再蜂起→農民軍を南方へ退け、朝鮮半島の最西南端に追い詰めて鎮圧

　　11月21日 日本軍旅順占領。その後市民等(2千~2万人)殺害→「(　　 　　　)12虐殺事件❖d」
❖d---市内の掃討作戦で市民と兵士、捕虜の区別をつけず殺傷。英紙『タイムズ』など新聞記事によって国際報道される。

1895年
　　1月　日本政府『魚釣諸島』領有を閣議決定❖e 

　　❖e---明の琉球冊封使に「釣魚台」の記録。1885年沖縄県令から編入の打診があったが明治政府は躊躇していた。

4月　(　　　　　　)13条約(17日)　日本(首相伊藤博文)と李鴻章を全権代表とする清朝
　　　　┏朝鮮の(　　　　　)14=清の宗主権否定
　　　　┣(　　　　　　)15❖f・膨湖諸島・遼東半島の割譲
　　　　┣清国開港地での製造業設立権
　　　　┗2億両(3億6千万円=日本の戦費は2億円)の(　　　　　　　)16金❖g　　　など

❖f---李鴻章は、日本軍は膨湖諸島、台湾本土に入っておらず、その割譲要求は筋が通らないと大いに反論するが、暴漢に銃
　　撃され負傷した。
❖g---日本はこの賠償金を日清戦争の戦費、(       　　　　 )17製鉄所の建造、新たな軍事予算等に支出。

　(　　　　　)18干渉 ---ロシア→フランス・ドイツとともに遼束半島の返還を日本に申し入れ
　　　　　　　　　　　日本→3000万両の代価でこれに応じる
　台湾(　　　　　　)19戦争(乙未戦争)

　　5月25日 清朝を宗主国とし、台湾巡撫であった唐景崧❖hを総督とする台湾民主国建国

　　抗日運動⇒日本は近衛師団など二個師団を上回る兵力を派兵
　→劉永福指導の武装抵抗のほか赤痢などよる被害→近衛師団長ら病死者5000人をだして鎮圧

❖h---広西生まれ。1884年清仏戦争で劉永福とともに黒旗軍を指導。

2,中国分割の進行
　　⇨清仏戦争につぐ日清戦争の敗北→列強による清への介入強まる

　┏賠償金支払いのための借款→(　　　　　　)20建設や鉱山開発などの権利争奪の展開
　　┗列強による勢カ圏形成
　ロシア　→シベリア鉄道建設→三国干渉のみかえりとして

　1896年　(　　　　　)21鉄道敷設権を獲得
遼東半島の旅順・(     　　　    )22を租借

東三省=(　　　　　　)23=奉天・吉林・黒竜江=を勢カ圏とする。
　ドイツ　→山東省におけるドイツ人宣教師殺害事件を口実に
　　　　　　1898年膠州湾=山東半島南部=を租借して(　　　　　　)24省を勢カ圏におさめる
　フランス→(　　　　　　)25・広西・雲南の3省をおさえ，1899年広州湾を租借
　イギリス→1898年威海衛=山東半島東端=と(　　　　　　)26半島=新界=❖iを租借→長江一帯を勢カ下に

　日　　本→同年台湾の対岸にある(　　　　　　)27省を勢カ圏とする
　アメリカ→1899年　(　　　　　　)28開放通牒❖j ---国務長宮ジョン＝へイ(任1898～1905)

　　　　　　中国の門戸開放・機会均等を主張する通牒を他の列強に出す。
　　❖i---北京条約でイギリスが領有した九竜半島南端の北に連なる地域。租借期間が99年。　　
　　❖j---1900年には中国の領±保全を求める第二次通牒を他の列強に出した。

・清　・倭　・台湾　・下関　・旅順　・大連　・福建　・広東　・平壌　・山東　・九竜　・全州　・満州　　
・東清　・八幡　・甲午　・和約　・征服　・東学　・三国　・鉄道　・賠償　・王宮　・独立　・門戸　
・義兵　・大本営 　・不信任
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